
2021 年2021 年新年号新年号
災害件数 （令和２年１２月１５日現在）

火災 ： 八女市　２０件　　　広川町　５件

　　　　 高速 ・ その他　１件

救急 ： 八女市　２，５６７件　広川町　６９０件

　　　　 高速 ・ その他　１７件

広報１１９

Yame Fire Department

やめ消防

　令和３年の輝かしい新春を迎え、地域住民の皆様に謹んで新年のお慶びを申し上げます。

また、平素から消防業務の推進に対しまして、格別のご支援とご協力を賜り、厚く御礼

申し上げます。

　昨年を振り返ってみますと、世界的に新型コロナウイルス感染症が流行し、まさにコ

ロナ一色の年でありました。八女消防本部では、未だ終息することなく感染拡大を続け、

多くの犠牲者を出し続けている新型コロナウイルス感染症を『災害』と捉え、万全な救

急活動体制の構築と感染拡大防止対策を進めているところです。皆様の安心安全を守る

防災機関として機能低下を招かぬよう、職員一同、感染症対策等に万全を期し業務にあ

たってまいります。

　また昨年は、昭和４５年に組合消防が発足し、現在の管轄区域となって以降、火災件

数が最も少ない２６件（令和２年１２月１５日現在）となりました。これも、住民の皆

様の防火・防災に対する意識の高まりと、災害に対する備えや対策がしっかりと行われ

ているからこそと感謝申し上げます。

　コロナ禍における災害は、今までとは違った形態で起こる事が考えられ、万全な対策

と臨機応変な活動が行えるよう、また住民の皆様の安心安全を守ることを第一に、職員

一同尽力して参りますので、変わらぬご支援とご協力をお願い申し上げます。

　結びに、皆様の益々のご健勝とご多幸、そして本年が災害のない平穏な一年になりま

すよう心からご祈念申し上げ、年頭の挨拶とさせていただきます。　

写真：釈迦岳からの初日の出
提供：お茶の千代乃園

八女消防本部　消防長　伊藤辰則

新年明けましておめでとうございます新年明けましておめでとうございます



　ヒートショックは、冬場のお風呂で多く発生します。暖かい部
屋から寒い脱衣所や浴室への移動、そして熱い湯舟への移動とい
う小さな動きの中で、急激な温度変化が短時間のうちに起こりま
す。これにより、血圧の急激な上昇（脳出血や脳梗塞、心筋梗塞）
や下降（意識消失による転倒や溺水）が引き起こされ、人体に悪
影響を及ぼし、最悪の場合死亡する恐れがあります。

　新型コロナウイルス感染症患者の救急搬送時における感染拡大やウイル
ス拡散を防止する資機材整備のため、緊急消防援助隊設備整備費助成金を利
用し、「アイソレーター装置（陰圧式患者搬送用器具）」を導入しました。
　この装置は、組み立て式のカプセル型で、カプセル内を陰圧に保つことに
より、患者の呼気、飛沫に含まれる感染源の拡散を防止するとともに、内部
の空気は、特殊なフィルター、殺菌装置を介して排出されるため、２次感染
防止を図ることが可能となるものです。
　今回、この装置を２機導入し、八女消防署と広川消防署に配備し、１２月
１０日から運用を開始しています。

感染症患者搬送用アイソレーター装置導入感染症患者搬送用アイソレーター装置導入
未だ終息しないコロナ対応に未だ終息しないコロナ対応に
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『ヒートショック』とは何か知っていますか？『ヒートショック』とは何か知っていますか？　ヒートショックは、冬場のお風呂で多く発生します。暖かい部
屋から寒い脱衣所や浴室への移動、そして熱い湯舟への移動とい
う小さな動きの中で、急激な温度変化が短時間のうちに起こりま
す。これにより、血圧の急激な上昇（脳出血や脳梗塞、心筋梗塞）
や下降（意識消失による転倒や溺水）が引き起こされ、人体に悪
影響を及ぼし、最悪の場合死亡する恐れがあります。

入浴中の事故死は、12 月から 2 月にかけて、年間の約半数が発生。

入浴中の事故死者数は、年間約 19,000 人。（うち溺死者数約 5,000 人）

（令和２年１２月１５日現在）

リビング 廊　下 脱衣所 浴　室

20℃ 9.6℃ 8.6℃ 39℃

冬場のお風呂で事故多発‼冬場のお風呂で事故多発‼

年間火災件数最少記録更新！！年間火災件数最少記録更新！！

５つのポイント

浴室や脱衣所

は温めておく４１度以下のお

湯で浸かる時間

は１０分 浴槽から急に立

ち上がらない

家族にひと声

かけて入浴

飲酒・食後すぐ

の入浴は控える

過
去
20
年
間
の
八
女
市
・
広
川
町
火
災
件
数
推
移

火災原因

令和２年火災件数

80
歳
以
上

65
～
79
歳

45
～
64
歳

30
～
44
歳

15
～
29
歳

5
～
9
歳

10
～
14
歳

1
～
4
歳

0
歳

3000

2000

1000

0

( 人 )

2
8
0
6

2
8
0
6

1
9
5
0

1
9
5
02

8
0

2
8
03

2
3
2

4
0
4
0

9933
1
5
1
5

33

（
件 

数
）

ヒートショックは高齢者だ

けだと思ってませんか？若

い人でも、ヒートショック

で意識を失い、溺れる場合

があるため注意が必要です。

浴槽での年齢別の溺死者数

　令和 2 年の火災は、昭和４５年に組合消防として発足以降、最も少ない
２６件となりました。（年間最多件数は平成 6 年の１１６件）
　特に建物火災は、初の一桁台の８件（前年 11 件）となり、減少の要因と
しては、住民の皆様の防火意識の高揚はもちろんのこと、電気ストーブなど
の製品における防火安全性能の向上や住宅用火災警報器の普及、並びに喫煙
率の減少によるたばこを原因とする出火の減少などが考えられます。　　
　しかし、火災は減少傾向にはあるものの、依然として高い頻度で発生する
災害であり、被害額も大きくなることが多く、火災原因の半数以上は人的要
因に起因して発生している状況です。この時期は、寒さが厳しく暖房器具を
使用する機会が増えますので、より一層火気の取扱いには注意をしましょう。

出典：公益財団法人　長寿科学振興財団 HP より



【 発　行 】 八女消防本部予防課調査広報係　　〒 834-0063　八女市本村 22-1　　TEL （0943） 24-1119

　令和２年秋季火災予防運動期間（１１月９日～１５日）の初日にあたる１１月９日、八女消防本部にて初期消火功

労者表彰を行いました。台風１０号の接近に伴う強風が吹き荒れる中で発生した、八女市吉田の建物火災（９月６日）

に際し、自らの危険を顧みず積極果敢な行動で、１１９番通報及び初期消火活動を行い、延焼拡大防止に貢献したと

して、中島和穂さんに感謝状を贈呈しました。

　また、本火災は住宅用火災警報器の鳴動音

により火災発見に至っており、住宅用火災警

報器設置の重要性を改めて感じる事案でもあ

りました。住民の皆様には、ご家庭の住宅用

火災警報器の設置・点検・交換を実施してい

ただきますようお願いいたします。

　住民の住宅防火に対する意識の高揚及び防火用品の普及促進を目的とし

て、（一社）全国消防機器協会が全国で２０団体を対象に実施する、住宅用

火災警報器等の配布事業に、八女市上陽防火委員会（上陽町）が選ばれま

した。配布された住宅用火災警報器 100 個は高齢独居世帯へ、住宅用消火

器 25 本は地元自治会へ、防炎物品（エプロン・アームカバー）25 セット

は上陽北汭学園へ配布されました。

～音声での１１９番通報が困難な人のために～

住宅用火災警報器奏功事例
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でいつでも練習でいつでも練習できるできる

　現在運用中の八女市及び
広川町をはじめ、筑後地域
のみで利用できる「Ｗｅｂ
１１９緊急通報システム」
は、令和３年３月３１日に
利用停止となりますので、
ＮＥＴ１１９の申請をお願
いします。

　聴覚や発話機能等の障が
いがあり、音声での１１９
番通報が困難な人で、八女
市及び広川町に居住または
通勤・通学されている人（障
がい者手帳の交付を受けて
いる必要はありません。）

対 象 者対 象 者

　申請書は、令和３年２月
１日以降に八女消防本部管
内の消防署や分署で配布し
ているほか、八女消防本部
ホームページ及び筑後地域
消防指令センターのホーム
ページからダウンロードで
きます。

申 請 方 法申 請 方 法

そ の 他そ の 他

初期消火功労者表彰初期消火功労者表彰

住宅用火災警報器等配布モデル事業住宅用火災警報器等配布モデル事業

　令和３年３月１５日、筑後地域消防指令センターでは、ＮＥＴ１１９緊急通報シス

テム（以下「ＮＥＴ１１９」という。）の運用を開始します。

　ＮＥＴ１１９は、聴覚や発話機能等の障がいがあり、音声での１１９番通報が困

難な人を対象に、スマートフォンや携帯電話のインターネット機能を使って簡単に

１１９番通報ができる「緊急通報システム」です。

　ＮＥＴ１１９は、事前登録制になります。対象者及び申請方法を確認し、家族や友

人に必要とされる人がいらっしゃれば、ぜひＮＥＴ１１９の利用をお勧めください。

※ NET119 に関する問合せ先　警防課警防企画係　T E L：0943-24-5499　F A X：0943-24-3119
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Mail：tsuushin @yame119.jp　

インターネットでインターネットで１１９１１９


